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研究成果の概要（和文）：18 世紀前半イギリスの音楽と演劇の関係は、これまで詳しい研究が
なされなかったが、17 世紀末イギリスに歌劇が成立したのは、文学者と作曲家の緊密な協力の
結果であり、その後も常に強い影響関係をもっていた。特にヘンデルのイタリア歌劇の作曲公
演に当時の演劇が強い影響を与え、とりわけ 1730 年代にヘンデルの王立音楽アカデミーに対抗
して貴族歌劇団が結成されたのも、演劇界の活性化が作用したことを、本研究は明らかにした。 
 

研究成果の概要（英文）： 

Because the disciplines are different, the relationship of British music and drama in the 

first half of the eighteenth century has not been closely studied, while English opera was 

established through close cooperation of poets and musicians in the 1690’s. Particularly 

Handel’s composition and performance of operas and oratorios was strongly influenced by 

contemporary dramas, and the formation of the Opera of the Nobility, Handel’s rival opera 

company was actually the result of activation of the drama in the early 1730’s, which was 

made clear by the study. 
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１．研究開始当初の背景 

（１）1980 年代以降、ヘンデルのイタリア歌
劇の人気が高まり、イギリスのみならずヨー
ロッパ各国で上演されるようになったが、音
楽界の変化と捉える傾向が高く、18 世紀イギ
リス文学研究において、捉え直しをしようと
する動きがあまり見られなかった。そこで特

に歌劇と台詞演劇との関係を通して、17 世紀
末から 18 世紀前半イギリスの音楽と文学の
関係を捉える必要を感じるようになったも
のである。 
 
（２）これまでの音楽と詩との関係の研究か
ら、17 世紀末に成立したイギリス歌劇は、詩
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人と音楽家、とりわけジョン・ドライデンと
ヘンリー・パーセルとの緊密な協力の結果で
あったことが明らかになった。 
 
（３）1730 年代中盤の貴族歌劇団の設立は、
ジョージ二世と皇太子の不仲が原因であっ
たと説明されているが、ヘンデル派のライバ
ル意識でのみ説明されており、競争関係が当
たり前であった当時の文化状況を考えると
一方的に過ぎて、十分な説明となっていない。
もっと冷静な分析が必要である。 
 

２．研究の目的 

（１）17 世紀にイギリス歌劇が成立したのち、
どのような経緯でイタリア歌劇が導入され
るようになったのかを明らかにする。 
 
（２）ヘンデルのイタリア歌劇公演はどのよ
うにロンドンに定着していくのかを明らか
にする。 
 
（３）現在では無謀と考えられている第 2 の
イタリア歌劇団、貴族歌劇団がどのように設
立されたのか、その原因を明らかにする。 
 

３．研究の方法 

（１）主として、文献を通じて研究を行うが、
特に大英図書館所蔵の 17－18 世紀出版の歌
劇や演劇の台本により、当時の文化状況を明
らかにして、現代の解釈の歪みをできるだけ
排除する。 

 

（２）現代では CD、DVD、それにインター
ネットを通じて、ヨーロッパの上演記録が使
えるので、文献により歪みを取り除きながら
も、こうした資料を積極的に利用する。 

 
４．研究成果 
（１）ドライデンとパーセルにより、台詞劇
と音楽劇の分離したイギリス歌劇が人気を
集めたのち、イギリス上層階級はイタリア旅
行により、レチタティーヴォとアリアをもつ
イタリア歌劇の卓越性に気づき、イギリスに
移入しようと努力する。ヘイマーケットのク
イーンズシアターの成立はこのような背景
があったためである。 
 
（２）当初ロンドンで上演するイタリア様式
の歌劇は、英語であるべきだと詩人たちは考
えた。しかしアディソンの『ロザモンド』の
不評、イタリア歌手の必要性からイタリア語
によるイタリア歌劇が上演されるようにな
った。 
 
（３）ヘンデルの 1711 年の『リナルド』公
演の大成功はヘンデルにロンドンでの定住
を決意させたが、安定したイタリア歌劇公演

を保証する劇団はまだ存在していなかった。
王立音楽アカデミーの設立は、このような状
況を踏まえたイギリス上流階層の人々の工
夫の成果であった。 
 
（４）1720 年代に王立音楽アカデミーが安定
してイタリア歌劇公演が可能となったのは、
当時の演劇界の不振があった。ところが、
1728 年のゲイの『乞食オペラ』をきっかけに
演劇界が活発化し、それに刺激された人々は
ヘンデルだけのイタリア歌劇公演に飽き足
らず、変化を求めて設立したのが、貴族歌劇
団であった。ヘンデルはこれにより刺激を受
け、第 2 の頂点を築き、『アルチーナ』など
の傑作を作曲公演した。 
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